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素朴で平等な社会のために
ウィリアム・モリス /著　城下真知子 /訳

ウィリアム･モリスが語る労働･芸術･社会･自然
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アーティストとしての側面だけではない、
不平等な社会の変革や環境保護のために献身した、
ウィリアム・モリスの言葉をひもとく ―――

１私はいかにして社会主義者になったか（1894 年）
私にとって社会主義とは　　
経済書より、討論から多くを学んだ  ほか　　

２小芸術（1877 年）
小芸術（装飾芸術）と大芸術　　
装飾芸術の二つの役割  ほか　

３不当な戦争―英国の労働者たちへ（1877 年）
友よ、仲間の市民たちよ　　

４民衆の芸術（1879 年）
友との対話だから、重い問題も真っすぐに語ろう　　
芸術を見下す現代の風潮にどう立ち向かうか  ほか　　

５金が支配する世の芸術（1883 年）
芸術の意味を暮らしのすべてに広げてほしい　　
絵画・彫刻は装飾芸術から切り離され、
    身分も上下に分けられた  ほか　　

６意味のある労働と無意味な労苦（1884 年）
「勤勉に働け」にごまかされてはならない
楽しい労働には三つの希望が含まれる  ほか　

７芸術の目的（1886 年） 
人間はなぜ芸術を愛おしみ実践するのか
「芸術を実践するなど愚行」か？  ほか

８未来の社会（1887 年） 
まずは独占を廃止し、労働者が生産手段を使うこと　　
未来社会はどうなるかと想像せずにいられない  ほか
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素朴で平等な社会のために
ウィリアム･モリスが語る労働･芸術･社会･自然

●社会・労働のあり方などにも素晴らしい分析・提言を行ったモリスの数多くの講演の中から
８編を、モリス研究家の城下真知子氏が翻訳。19 世紀のこれらの講演は、21 世紀の今も
色あせず、深い共感と感動を呼び起こします。


